






糖尿病合併妊娠は、母児に様々な影響を及ぼし、また糖尿病の増悪を来す可能性もありハ

イリスク妊娠の一つとされている。母体側では妊娠中、妊娠中毒症、羊水過多などの頻度

が高率となり、分娩時には微弱陣痛、分娩遷延などの頻度が高くなる。また、新生児にお

いては巨大児、高ビリルビン血症、低血糖、多血症、胎児奇形をおこすことが知られてい

る。

東京女子医大母子総合医療センターにて妊娠、分娩となった糖尿病合併妊娠について統計

学的検討を行った。


